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平成３０年度「福井ふるさと元気宣言」推進に係る政策合意の実施結果 

（平成３１年３月末現在） 

 

 「福井ふるさと元気宣言」の４つのビジョンを着実に実現していくため、平成３０年４月に知事

と合意した「政策合意」の実施結果について、次のとおり報告します。 

 

 平成３１年３月 

 

国体推進局長 国久 敏弘 

 

項 目 実 施 結 果 

１ 国体・障スポの成功と「スポーツ福
井」の実現、文化・芸術を身近に 

◇県民総参加の福井国体・障スポ 
【部局連携】チャレンジ施策 

○国体と障スポの融合 
・国体会期中に障スポ競技を実施するな
ど国体・障スポの一体的な運営を行い
ます。車いすバスケットボールの実況
解説やエキシビションなどにより、観
客に競技の魅力を伝え、障スポ競技へ
の関心を高めます。 

 
・障スポの開・閉会式への観覧の呼びか
けや、選手団用バスを活用した障スポ
競技会への観客の送迎などを行い、障
スポを盛り上げます。 

 
 
 
・県民スポーツ交流期間（９月１日から
１０月１５日まで）に、デモンストレ
ーションスポーツなどを開催し、障害
のある人とない人の交流を推進しま
す。 

 
 
・歓迎県民イベントや式典演技、式典な
どに障害のある人とない人が共に参加
することにより、観客が国体・障スポ
の融合を感じられる開・閉会式としま
す。 

 
・ボランティアによる来場者の案内や車
いすの貸出などのほか、会場のバリア
フリー化などを行い、障害の有無に関
わらず国体・障スポに参加できる機会
を確保します。 

 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

車いすバスケットボールと車いすテニスを国体会期中に開
催し、一体的な運営を図ったほか、開・閉会式の観覧や競技
の観戦、スポーツ交流などにより障スポを盛り上げました。 
また、車いすバスケットボールの決勝戦と３位決定戦での

実況解説や国体のバスケットボール競技会場におけるエキシ
ビションゲームを行い、競技の魅力を観客に分かりやすく伝
えました。 
 
 
 
企業や団体、学校などへの開・閉会式観覧の呼びかけや、

イベントでの障スポの魅力ＰＲなどにより、障スポ開会式会
場は１万人を超える観客で満員となりました。 
選手団用バスを活用して小・中学校の児童生徒などを競技

会場へ送迎したほか、企業、団体、国体選手など多くの観客
が選手に声援を送りました。 
 
県民スポーツ交流期間に開催したデモンストレーションス

ポーツ２９競技と中央競技団体が主催したタグラグビーなど
３つのイベント事業において、障害のある人もない人も一緒
にスポーツを楽しみました。また、特別支援学校の生徒が国
体・障スポのボウリング会場でボウリングを楽しみました。 
 
 
国体・障スポの開会式における式典演技のダンスや炬火点

火、国体総合閉会式の選手退場時のお見送りなど、様々な場
面に障害のある方が参加し、来場した観客と全国に向けて、
国体・障スポの融合を発信しました。 
 
 
手話通訳などを行う情報支援ボランティアや選手団に帯同

するボランティアによるサポートに加え、障害のある子ども
とその保護者がボランティア活動に参加し、入場ゲートなど
で来場者を笑顔で迎え、選手や県民と交流しました。 
障害者団体の意見をもとにスロープや車いす利用者用トイ

レなどを会場に設置し、障害のある方が国体・障スポに参加
しやすくしました。 
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項 目 実 施 結 果 

○競技会、開・閉会式の開催 
・プレ大会の開催により得られた課題を
本大会に活かすとともに、運営を支援
します。 

 
・改修が必要な競技会場や、カヌー、ト
ライアスロンの特設会場など、市町が
行う施設整備を支援します。 

 
・開・閉会式の演出に、本県の伝統芸能
や文化、自然、恐竜など福井らしさを
盛り込むとともに、全国から集まる選
手たちにエールを送り、福井のしあわ
せと元気が感じられる内容とします。 

 
・ロイヤルボックスや歓迎ゲートなど、
開・閉会式会場内の仮設物に県産木材
を活用します。 

 
・開・閉会式や競技会への来場者の安全
確保と円滑な運営のため、会場・交通
警備と安全かつ確実な送迎を行いま
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

プレ大会の結果を活かして、国体と障スポ競技会の開催準
備を行い、競技会を円滑に運営しました。 
 
改修等が必要な４施設および仮設で整備する特設会場８施

設について、市町が行う整備事業を支援しました。 
 

 
歓迎県民イベントでは、県を代表する伝統芸能を披露し、

式典演技では、水仙や恐竜、ＪＥＴＳのチアダンスなどの福
井ブランドを取り入れた演出と出演者の笑顔あふれるパフォ
ーマンスで、全国から集まる選手や観客にエールを送り、福
井のしあわせと元気があふれる式典としました。 
 
国体・障スポの開・閉会式会場におけるロイヤルボックス、

歓迎ゲート、ベンチ、観客スタンド最上段に設置したフェン
スなどに県産木材を活用しました。 
 
会場、駐車場等で事故や怪我の無いよう、警備員を計画的

に配置するとともに、消防職員や救急車を待機させ、来場者
の安全を確保しました。 
選手団や観客などの参加者数をもとにしたバスや駐車場の

確保、自動車を使用する事業者や地元自治会などへの交通自
粛の要請、メディアを活用したマイカー自粛の働きかけなど
を行い、選手や観客などを安全かつ確実に送迎しました。 
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項 目 実 施 結 果 

○広報・県民運動の推進 
・ダンスコンテストや開催直前イベント
を開催するほか、報道機関とともに本
県選手や競技について広報し、開催機
運を盛り上げます。 

 
 
 
 
・花いっぱい運動やスポーツＧＯＭＩ拾
い、県民募金などの運動を県民総参加
で進めます。 

 
・本県の食や伝統工芸品、観光名所など
を、はぴりゅう広場や主要駅周辺など
でＰＲします。 

 
 
 
・本県のお米の新ブランド「いちほまれ」
を、開・閉会式の昼食弁当や宿泊施設
での食事、はぴりゅう広場におけるふ
るまいなどに使用し、全国から来県す
る選手、観客などにアピールします。 

 
・幕末明治福井１５０年関連事業のほ
か、県内各地の文化プログラムをホー
ムページや印刷物で紹介し、本県の文
化を全国に発信します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

開催１００日前イベントでのダンスコンテスト決勝大会や
スポーツ体験、県民スポーツ交流期間初日の炬火集火式と開
催３０日前イベント、広報マスコットキャラクター「はぴり
ゅう」による各種イベント等での広報のほか、報道機関とと
もに選手や競技についての広報などを行い、開催機運を盛り
上げました。 
 
花いっぱい運動、スポーツＧＯＭＩ拾い、イベント等での

はぴねすダンス、行事での新県民歌の斉唱、手作り応援のぼ
り旗の作成、県民募金など、県民参加を進めました。 
 
開・閉会式会場や競技会場のはぴりゅう広場における福井

ならではの食や障害者就労支援事業所の商品、伝統工芸品の
販売、ＪＲ福井駅・敦賀駅、小松空港に設置した総合案内所
における観光ガイドブックの配付などを行い、全国からの来
訪者に福井の魅力をＰＲしました。 
 
「いちほまれ」を開・閉会式の昼食弁当や宿泊施設での食

事、はぴりゅう広場でのふるまい、国体の役員などを招いた
懇談会などで使用し、全国から来県した選手、観客などにア
ピールしました。 
 
 
幕末明治福井１５０年博や恐竜博物館、年縞博物館の特別

展など県内各地の文化プログラム４１９事業を、ホームペー
ジやパンフレット、観戦ガイドブックなどで紹介し、本県の
文化を全国に発信しました。 
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項 目 実 施 結 果 

○ボランティアによるサポート 
・本県の歴史や文化、ＡＥＤ（自動体外
式除細動器）の使用方法などの研修を
受けた運営ボランティアを、開・閉会
式会場や総合案内所などに配置し、選
手や観客などを温かくお迎えします。 

 
・情報支援ボランティアの研修を行い、
聴覚障害のある方への情報保障をはじ
め、全ての人に分かりやすい情報提供
を行います。 
また、選手団サポートボランティアを
養成し、選手団に帯同しながら誘導な
どを行います。 

 （平成 30 年度 －） 
 
 
選手団サポートボランティア登録者数 

800 人 
 

〔成果等〕 目標を上回って達成しました。 

本県の歴史や文化のほか、開催県初となるＡＥＤ使用方法
や福井県と４６都道府県のつながりなどを学んだ運営ボラン
ティアが、開・閉会式や競技会の案内や誘導、福井の魅力紹
介を行い、選手や観客などを温かくお迎えしました。 
 
情報支援ボランティアが、開・閉会式会場や障スポ競技会

場などにおいて、手話や文字情報などの手段により、聴覚障
害のある方をはじめ全ての人に分かりやすい情報の提供を行
いました。 
また、県内全ての大学や短大、医療・福祉・看護系の専門

学校で養成した選手団サポートボランティアが、選手団に帯
同しながら介助、誘導などを行い、障スポ選手の活躍をサポ
ートしました。 
 
 

選手団サポートボランティア登録者数 
1,346 人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【実施結果の区分】 

  ・目標を上回って達成しました。（例：成果が目標を概ね２割超えて達成されたもの） 

  ・目標を達成しました。（例：成果が目標どおり達成されたもの） 

  ・目標を一部達成しませんでした。（例：成果の一部が目標に及ばなかったもの） 

  ・目標にはいたりませんでした。（例：成果が目標に及ばなかったもの） 

  ・引き続き実施します。（例：成果を上げるためには年度を超えて実行する必要のあるもの） 


